
＜アンケート結果総括＞

■集計結果概要

・概ね8割の企業がテレワークに、4割の企業が時差出勤に取り組んでいる。

・11月と比較して、全体の1割程度の企業が、テレワーク・時差出勤の取組規模を縮小している。

・企業の経営層や企業への直接の働きかけを求める意見が多く見られた。

・スムーズビズのPR動画について、流れる場所や回数が少ないとの意見が多く見られた。
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企業の出勤状況調査（2023年2月分）

・調査にご協力いただき、ありがとうございました。

・引き続き、定期的に調査を行い、登録企業の皆さまの取組状況把握に努め、

都の取組検討に活用してまいります。

・今後とも、アンケートへのご協力をお願いいたします。

〇以前から引き続き、多くの企業の皆様には、テレワークや時差出勤を始めとする

スムーズビズの取組にご協力いただいています。

〇テレワークや時差通勤を始めとするスムーズビズの取組は、新型コロナウイルス感染症の

再拡大防止にも役立ちます。引き続き、スムーズビズにご協力をお願いします。

〇今回の調査では、新しく作成したポスターやPR動画を用いた広報についてもお伺いしました。

いただいたご意見を参考に、より伝わりやすい広報の実現に努めてまいります。



■対象：約58,000社（スムーズビズ・時差Biz及び2020TDM推進プロジェクト登録企業、スムーズビズ実践期間の事後アンケート回答企業）

■実施期間：2023年3月1日（水）〜3月10日（金）

■質問項目（全9問）

Q1 2023年2月の取組内容

Q2 2022年11月と比較した2月のテレワーク・時差出勤への取組規模の変化

Q3 Q1で「特に取り組んでいない」と回答した企業の取組状況

Q4 2023年2月の出勤割合

企業の出勤状況調査（2023年2月分）
＜実施概要＞
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■総回答企業数：1,808社（前回調査： 1,434社）

■回答企業の属性（N＝1,808）（注）各計数は、原則として表示単位未満を四捨五入しているため、合計等に一致しないことがある。

（企業規模）

29人以下

1,068 

59%

30～99人

452 

25%

100～299人

177 

10%

300人以上

111 

6%

Q5 2023年2月の出社時間帯

Q6 （アンケート回答者に対して）活用している通勤方法・混雑具合（鉄道利用者）

Q7 2023年2月に公開した新ポスター・プロモーション動画について「見た」こと

があるか

Q8 2023年2月に公開した新ポスター・プロモーション動画を「見た」と回答した
方について「どのメディア」で見たのか、また取組状況の変化

Q9 広報手法に関する改善点や意見

（業種別）

サービス業（他に分類され

ないもの）

19%

卸売・小売業

17%

情報通信業

16%

製造業

13%

その他

10%

建設業

7%

学術研究・専門技術

サービス業

7%

不動産業・物品賃貸業

3%

運輸業・郵便業

3%

医療・福祉

3%

金融業・保険業

2%
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週休三日

特に取り組んでいない 29人以下 30～99人 100～299人 300人以上

■Q1：2023年2月の取組内容
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〇2023年2月の取組企業数（複数回答）
〇全体の約7割以上の企業が、テレワークに取り組んでいる。テレワーク以外では時差出勤を実施している企業が全体の
約4割となっている。

〇全体の約1割の企業は「特に取り組んでいない」と回答している。

（N=1,808／複数回答）

（682社）

（72社）

（213社）

（1社）

（218社）

（61社）

（226社）

（399社）

（150社）

（1,215社）

(*)在宅勤務（終日、時間単位）、サテライトオフィス勤務のいずれか１つ以上を実施している企業数

（1,346社）

（580社）
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■Q2：2022年11月と比較した、 2023年2月における取組規模

〇2022年11月と比較したテレワーク・時差出勤の取組規模の変化。
〇 5割以上の企業が同程度の取組を行ったが、取組を縮小、またはもともと取り組んでいない企業が約4割ある。

（N=1,808）
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59%

54%

18%

9%

9%

11%
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テレワーク

時差出勤

取組規模を拡大した 引き続き（11月）と同程度で実施した 縮小した その時期は取り組まなかった もともと取り組んでいなかった
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■Q3：テレワークの実施状況、未実施理由

〇Q1において、「特に取り組んでいない」と回答した企業（213社）のテレワークの未実施理由
〇未実施理由について、「テレワークに適した仕事がない」と回答する企業が最も多い。
「業務効率の低下」「社内コミュニケーション」「外部対応に支障がある」の懸念を挙げる企業も多い。（複数回答）

〇Q1において、「特に取り組んでいない」と回答した企業（213社）のこれまでの実施状況。
〇「特に取り組んでいない」企業のうち、7割以上が「以前、テレワークを実施したことはある」と回答。

（n＝213）

71% 25% 3%
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以前、テレワークを実施したことはある。 これまでも実施したことはない。 無回答
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テレワークでできる仕事がない

業務効率が低下する

社内のコミュニケーションに支障がある

顧客等外部対応に支障がある

勤務時間とそれ以外の時間の管理が難しい

上司（経営層・管理職）の許可が得られない・おりない

周囲の社員にしわ寄せがある

文書の電子化が進んでいない

自宅に仕事に専念できる部屋・スペースなどがない

情報漏洩が心配

費用負担がある

長時間労働になりやすい

社内の評価や昇給、昇任に不安がある



52% 47% 1%
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以前、時差出勤を実施したことはある。 これまでも実施したことはない。 無回答
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■Q4：時差出勤の実施状況、未実施理由

〇Q1において、「特に取り組んでいない」と回答した企業（213社）の時差出勤の未実施理由（複数回答）
〇未実施の理由として「業務効率の低下」「顧客等外部対応に支障がある」が高い回答数となっている。

〇Q1において、「特に取り組んでいない」と回答した企業（213社）のこれまでの実施状況。
〇「特に取り組んでいない」企業のうち、約5割が「以前、時差出勤を実施したことはある」と回答。

（n＝213）
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顧客等外部対応に支障がある

業務効率が低下する

周囲の社員にしわ寄せがある

社内のコミュニケーションに支障がある

上司（経営層・管理職）の許可が得られない・おりない

長時間労働になりやすい

費用負担がある

社内の評価や昇給、昇任に不安がある
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（N=1,808）

■Q4：2023年2月の従業員の出勤割合（人数規模）
〇新型コロナウイルス新規感染者が減少した2月における従業員の出勤割合。
〇全体の約5割の企業が、「8割以上出勤している」と回答。一方で1割以上の企業は「ほとんど出勤していない」と回答。

49%

16%

12%

11%

12%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

8割以上が出勤している

6～8割が出勤している

3～5割が出勤している

1～3割が出勤している

ほとんど出勤していない
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■Q5： 2023年2月の最も出社人数が多い時間帯
〇事業所全体で最も出社人数が多い時間帯。
〇「8:30〜8:59」「9:00〜9:29」の通勤時間ピーク帯に出社する企業が最も多い傾向は変わっていない。

（N=1,808）
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分からない

出社ゼロのため該当なし



■Q6：通勤方法（回答者個人について）
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〇アンケート回答者個人について、利用している通勤方法。
〇「鉄道」を通勤手段としている方が約7割と最も多い。
〇1割以上が「自家用車」を使用している。

〇アンケート回答者個人について、鉄道で通
勤している方の11月と比較した2月の鉄道
の混雑具合の感じ方。

〇5割以上の方が11月より「混んでいる」と
感じている。

（N=1,808）
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すいていた

31

2%

変わらない
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44%

混んでいた

684

54%

（n=1,273）
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（N=1,808）

■Q7・8：スムーズビズの動画・新ポスターの周知と取組の変化について
〇 動画・ポスターはどのメディアで見たのか？
〇 約3割の方はスムーズビズ・時差Bizホームページで見ている。
〇 鉄道のサイネージや車内モニターで見ている方は約3割。

〇1〜2月にプロモーションを行ったスムーズビズの
動画・新ポスター の周知状況について

〇見た方は全体の2割程度。

〇 スムーズビズの動画・新ポスター見て、取組に変化があったか。
〇 2割以上の方は「再認識した」と回答。

（n=333 /複数回答）

（n=333/複数回答）

89

15

2

1

1

217

0 50 100 150 200 250

スムーズビズの取組について、再認識した

取組が気になり、ホームページを閲覧した

新たに再配達削減等の取組を始めた

新たにテレワークの取組を始めた

新たにオフピーク通勤の取組を始めた

特に変化はない

18%

82%

動画・ポスターを見た 動画・ポスターを見ていない

49%

29%

9%

7%

4%

2%

1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

鉄道駅のサイネージ、車両内のモニター

スムーズビズホームページ、時差Bizホームページ

スムーズビズメールマガジン

街中のサイネージ、モニター

スムーズビズTwitter、時差BizTwitter

東京動画

東京都都市整備局Youtube


